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第１図、第２図は、御嶽山周辺におけるGEONETによるGPS連続観測結果である。第１図上段に御

嶽山を取り囲む基線の配置を、下段に図中に表示されている観測点の整備の履歴を示した。第２図は

それぞれの基線における辺長変化の時系列である。左側に最近約９年間、右側に約１年間を拡大して

示してある。山体を囲むそれぞれの基線で、2006年末から2007年初めにかけて山体付近の地震活動

と同期して伸びの傾向が見られていたが、2007年春以降は火山活動に伴うものとみられる基線長の変

化もなく経過していた。2014年９月27日の噴火前後に顕著な地殻変動は見られない。 

第３図は、御嶽山周辺の水平変動ベクトル図である。最近３か月間の噴火を挟む期間及び最近１年

間の噴火前の期間において、山体の膨張・収縮を示すような顕著な変動は見られない。 

第４図は、９月28日と29日に撮影した光学写真による斜め写真から作成した地図に重ねられる正

射画像である。記載のURLや地理院地図で公開されている。 

第５図は、９月29日と30日に実施した航空機搭載合成開口レーダー観測の観測コースである。下

の写真は、同時に撮影した斜め写真である。 

第６図は、航空機SARの画像である。 

第７図は、これらのSAR画像、斜め写真の他、５mメッシュDEM等のデータを用いて、火口の位置

を比較的正確に求めたものである。赤は噴煙が確認された火口、黄色は噴煙が確認されなかった（噴

火前にはなかった）新たな窪みである。 

第８図は、GNSSの精密な解析結果である。観測後の２、３週間後にIGSから提供されたGNSS最

終暦を使用して、再解析した結果である。ノイズレベルが下がり、数ミリメートルの地殻変動が見

えやすくなった。御嶽山を挟む、１番の高根－王滝間の基線の時系列と、２番の落合唐谷－田の原

間の基線の時系列を掲載した。横軸の１目盛が１月。９月上旬頃から両方の基線でごくわずかな基

線の伸びが見られる。F3最終解は10月４日までだが、10月５日以降の速報解を含めると、９月下

旬頃から停滞の傾向が見られる。2007年の時と異なり、このような基線の伸びは、この２基線でし

か見えない。ただし、このような基線変化は地殻変動の他、気象擾乱等でも生じることがある。過

去にも同様な気象擾乱によるものとみられるみかけの変化があった。たとえ地殻変動のシグナルで

あったとしても、ノイズレベルと同程度なので、「ごくわずかから基線の伸び」の原因が、山体の

膨張であったかどうかは、これらのデータだけから断定することはできない。 

第８図(a)は、SAR干渉解析結果である。ALOS-2の噴火前後のSAR画像の干渉解析を行った。噴火

口の南西側で、１km程度の広がりのごく狭い領域において位相変化が検出された。最大で約10cm

の衛星に近づく変位である。また、深いところでのマグマ等の活動に起因した地殻変動は検出され

ていない。 

第８図(b)は、火口近傍の位相変化の原因を探るため（１）地下の変位源を推定した結果である。

変位源の形状にかかわらず、変位源の深さは浅い位置に推定される。ここでは、変位源として矩形

の開口クラック１枚を仮定している。開口クラックの位置は国土地理院による火口配列に強く拘束
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した。気象庁の傾斜計（田の原）で観測された噴火前後の傾斜量を図から読み取った値も推定に用

いた。残差は小さく、干渉している領域のシグナルはほぼ説明できている。 

第８図(c)において、火口近傍の位相変化の原因として、他に（２）に地すべり、（３）火山灰の堆

積を検討したが、これらによる可能性は低いことがわかった。 
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点番号 点名 日付 保守内容
020988 王滝 20040212 ピラー改造

20121004 アンテナ・受信機交換
950281 高根 20030530 アンテナ・受信機交換

20121130 アンテナ・受信機交換
960614 三岳 20030220 アンテナ・受信機交換

20100113 受信機交換
20121003 アンテナ交換

960619 萩原 20030312 アンテナ交換
20090528 アンテナ交換
20100113 受信機交換
20100220 受信機交換
20100309 受信機交換
20100310 レドーム開閉
20100326 レドーム開閉
20120821 アンテナ交換

御嶽山周辺の各観測局情報

 
 

 

GNNS

Fig.1 (upper) Baseline map of continuous GNNS observation at GEONET sites around Ontakesan Volcano. ; (lower) 

History of site maintenance,
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第２図(a) 御嶽山周辺の電子基準点におけるGPS連続観測結果(時系列)（左列：2006年１月～2014年10

月、右列：2013年９月～2014年10月） 

Fig.2 (a) Results of continuous GNSS observation at GEONET sites around Ontakesan Volcano; (left) from January 

2006 to October 2014, (right) from September 2013 to October 2014. 
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解析方法の変更によるオフセット補正20131107
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Fig.3 Horizontal displacements around Ontakesan Volcanoby GEONET observation ; (upper) from July 2014 to 

October 2014, (lower) from October 2013 to October 2014. 
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第４図  御嶽山における正射写真の作成と航空機SAR観測 

Fig.4  Orthophotos and airborne SAR in Ontakesan Volcano. 
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第５図  御嶽山における航空機搭載型合成開口レーダ（航空機SAR）の観測 

Fig.5  Observation of airborne synthetic aperture radar in Ontakesan Voclano. 
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第６図  観測成果（航空機SARの画像） 

Fig.6 Image of airborne SAR. 
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第７図  火口の推定 

Fig.7 Estimation of crater. 

 



GNSS

 
 

 

  
Fig.8  Results of precise GNSS analys in Ontakesan Volcano.
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第８図(a)  「だいち２号」PALSARによる御嶽山周辺地域の解析結果  

Fig.8(a)  Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 on Ontakesan Volcano.  
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第８図(b)  「だいち２号」PALSAR-2による御嶽山周辺地域の解析結果  

Fig.8(b)  Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 on Ontakesan Volcano.  
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第８図(c)  「だいち２号」PALSARによる御嶽山周辺地域の解析結果 

Fig.8(c)  Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 on Ontakesan Volcano. 

 


